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弁護士法人第一法律事務所 

2025 年スプリングクラーク・プログラム参加申込書  

 

記入日：      年   月   日 

ふりがな  

 
氏  名  

生年月日 / 年齢     年   月   日生  (    歳) 

住  所 

〒 

 

電 話 番 号 自宅： 携帯： 

メールアドレス  

学  歴 

    年  月 

    年  月 

年  月 

    年  月 

    年  月 

年  月 

    年  月   

高等学校（都道府県：    ） 卒業 

  大学         学部 入学 

大学      学部 卒業・中退 

大学院           科 入学      

大学院           科 卒業・中退 

法科大学院 入学（ 未習・既習 ） 

法科大学院 卒業・卒業見込・中退 

所 属 ゼ ミ 

 

職  歴 
※在職期間も記入 

 

課外活動 

（クラブ/サークル/ 

アルバイト経験） 

 

受 験 歴  予備試験     年   月 司法試験    年    月 

応募資格 

□ 法科大学院生（2026年 3月卒業予定かつ 2025年 7月司法試験受験予定

又は 2025年 3月卒業予定かつ 2025年 7月司法試験受験予定） 

□ 2023 年以前に司法試験予備試験に合格され、2025 年 7 月に司法試験受

験予定の方 

□ 2024 年司法試験予備試験論文式試験に合格し、2025 年 7 月に司法試験

受験予定の方 

 

写真貼付 
 

①上半身正面脱帽 

②3 ヶ月以内に撮影

したもの 

③カラー・白黒任意 

④サイズ 4 ㎝×3 ㎝ 
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希望参加事務所

及び日時 
※ご希望の日時に✔印

をつけてください 

（複数選択可） 

【大阪事務所】 

□ ① 2025年 2 月  4日(火) ～   5日(水) 

□ ② 2025年 2 月  6日(木) ～   7日(金) 

□ ③ 2025年 2 月 13日(木) ～   14日(金) 

□ ④ 2025年 2 月 17日(月) ～   18日(火) 

□ ⑤ 2025年 3 月 25日(火) ～   26日(水) 

□ ⑥ 2025年 3 月 27日(木) ～   28日(金) 

□ ⑦ 2025年 3 月 31日(月) ～ 4月 1日(火) 

【東京事務所】 

□ ① 2025年 2 月  4日(火) ～   5日(水) 

□ ② 2025年 2 月  6日(木) ～   7日(金) 

□ ③ 2025年 2 月 13日(木) ～   14日(金) 

□ ④ 2025年 2 月 17日(月) ～   18日(火) 

□ ⑤ 2025年 3 月 25日(火) ～   26日(水) 

□ ⑥ 2025年 3 月 27日(木) ～   28日(金) 

□ ⑦ 2025年 3 月 31日(月) ～ 4月 1日(火) 

将来の希望勤務地 □大阪事務所   □東京事務所 

当弁護士法人の 

スプリングクラーク

を知ったきっかけ 

□ アットリーガル □ 当事務所の HP 

□ 当事務所の SNS(X（旧 Twitter）, Instagram) 

□ 同級生 □ 先輩・知人 □ 大学/法科大学院の教員  

□ 当事務所サマークラーク等の参加者（□大阪 □東京） 

□ その他（            ） 

関心のある 

法律事務所等 
（2 つまで選択可） 

□ 大規模（所属弁護士 100人以上） □ 中規模（東京）（所属弁護士 20 人以上）  

□ 中規模（大阪）（所属弁護士 20 人以上） □ 小規模・その他 □ 外資系 

サマークラーク等

に参加した 

他の法律事務所 
（参加予定も含む） 

年  月      法律事務所 サマークラーク 

   年  月      法律事務所 （        ） 

法律事務所での 

勤務以外に 

関心があるもの 
※ 特にない場合には 

記入は不要 

（複数選択可） 

□ 裁判官  □ 検察官  □ 組織内弁護士 □ その他（    ） 

その理由 

 

資格・語学 

 

TOEFL     点     TOEIC     点 

その他の言語（                   ） 

趣味・特技 
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1．法律事務所に所属する弁護士を志望する理由/弁護士になって取り組みたいこと／成し遂げ

たいこと 

 

2．自己ＰＲ（仕事に活かすことができるような能力・経験等） 

 

3. これまで興味・関心をもって取り組んだこと（法分野・試験勉強以外）並びに取り組んだ理

由及びその経験から得た成果等 

 

4. これまでに直面した困難とその克服又は解決の方法について 

 

 


